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論
文
要
旨

　
「
王
政
復
古
」「
祭
政
一
致
」
に
基
づ
き
、
再
興
さ
れ
た
明
治
神
祇
官
は
古
代
の

神
祇
官
と
異
な
り
、
大
教
宣
布
に
よ
っ
て
、
国
民
を
教
化
す
る
こ
と
を
そ
の
職
掌

に
加
え
た
全
く
新
し
い
機
関
で
あ
る
。
本
稿
は
、「
開
化
」
と
「
復
古
」
と
い
う

相
反
す
る
二
つ
の
潮
流
が
錯
綜
す
る
中
、
明
治
初
年
の
神
祇
行
政
か
ら
出
発
し
た

国
民
教
化
政
策
が
、
神
祇
官
か
ら
神
祇
省
、
教
部
省
を
経
て
、
学
校
教
育
へ
と
展

開
し
て
い
く
経
緯
を
、
女
性
の
国
民
教
化
と
い
う
視
点
か
ら
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
五
年
、
神
祇
省
を
廃
し
国
民
教
化
を
強
力
に
進
め
る
た
め
の
教
部
省
が
設

立
さ
れ
る
と
、
神
職
は
教
部
省
の
管
轄
下
と
な
り
、
全
て
の
神
職
は
国
民
教
導
を

担
う
教
導
職
に
補
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
民
教
化
体
制
の
も
と
、
神
事
あ
る
い

は
神
職
か
ら
、
開
化
と
逆
行
す
る
時
代
錯
誤
の
「
巫
業
」
や
「
卜
い
」
と
い
っ
た

巫
覡
性
が
退
け
ら
れ
、
近
代
化
を
図
る
神
祇
行
政
が
進
ん
で
い
く
。
こ
う
し
た
な

か
で
、
明
治
七
年
山
梨
県
か
ら
、
教
部
省
に
教
導
職
に
た
る
女
性
を
神
社
神
職
の

補
欠
と
す
る
提
案
が
教
部
省
に
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
人
民
「
開
化
」
の
一
端
を
開

く
も
の
と
し
て
の
提
案
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
提
案
が
な
さ
れ
る
背
景
に
は
、

教
導
職
に
た
る
人
材
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
状
況
と
、
実
際
に
教
化
活
動

に
従
事
し
た
女
性
教
導
職
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
六
年
に
設
立
さ
れ
た
国
民
教
化
の
拠
点
「
大
教
院
」
の
も
と
に
は
、
女
性

教
導
職
を
育
成
す
る
「
女
教
院
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
神
祇
行
政
史
の
な
か
で

は
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
「
女
教
院
」
の
教
師
た
ち
の
日
記
や
書
翰
に
は
、

活
動
の
実
態
や
教
部
省
と
の
関
係
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
女
性
た
ち
の

学
問
形
成
上
果
た
し
た
国
学
者
た
ち
の
働
き
が
注
目
さ
れ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【
国
民
教
化
政
策
、
教
部
省
、
教
導
職
、
女
教
院
、
国
学
者
】

一
、
は
じ
め
に
│
『
明
治
孝
節
録
』
と
福
羽
美
静

　
「
教
育
勅
語
」
発
布
に
先
立
つ
明
治
十
年
、
宮
内
省
よ
り
『
明
治
孝
節
録
』

全
四
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

後
世
に
感
賞
す
べ
き
人
々
の
「
忠
孝
節
儀
」
の
事
例
を
所
収
す
る
本
書
は
、

明
治
初
年
の
国
民
教
化
に
も
関
わ
る
教
訓
書
で
あ
っ
た
。
編
纂
は
長
州
藩
士
出

身
の
国
学
者
、
近
藤
芳
樹
（
一
八
〇
一
〜
一
八
八
〇
）
で
あ
る
。
こ
の
書
が
刊

行
さ
れ
た
当
時
、
明
治
天
皇
の
侍
講
で
あ
っ
た
国
学
者
・
福ふ
く

羽ば

美
静
（
一
八
三
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一
〜
一
九
〇
七
）
が
記
し
た
序
文
に
は
、
本
書
が
昭
憲
皇
太
后
の
内
旨
に
よ
っ

て
成
っ
た
も
の
と
あ
り
、
そ
の
成
立
ま
で
の
経
緯
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
孝
節
録
も
も
と
ハ
新
聞
紙
な
と
よ
り
ぬ
き
出
た
る
か
つ
も
れ
る
な

り
。
し
か
る
に
編
い
ま
た
な
ら
さ
り
し
と
き
明
治
六
秊
皇
城
の
炎
上
に

あ
た
り
其
稿
本
も
ま
た
灰
燼
と
な
れ
り
。
美
静
侍
講
の
任
た
る
に
よ
り
、

か
ね
て
其
事
に
あ
つ
か
れ
る
を
も
つ
て
ふ
た
ゝ
ひ
其
挙
に
お
よ
ひ
官
府

賞
与
の
薄
冊
等
よ
り
其
傳
の
い
ち
し
る
し
き
を
と
り
あ
つ
め
て
こ
れ
を

皇
后
宮
に
奉
ぬ
。 

（「
明
治
孝
節
録
序
」）

　

こ
の
序
文
を
裏
付
け
る
よ
う
に
学
習
院
大
学
所
蔵
の
福
羽
文
庫
に
は
、
皇
后

宮
料
紙
で
あ
る
飛
香
舎
用
箋
に
、
美
静
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
『
明
治
孝
善8

録
草

稿
』
な
る
一
冊
が
あ
る
。
表
紙
裏
に
「
皇
后
宮
思
召
ニ
よ
り
学
之
考
也
」
と
記

さ
れ
た
本
書
に
は
、
男
女
交
え
た
善
行
の
事
例
五
編
が
記
さ
れ
て
お
り
、
左
表

の
と
お
り
、『
明
治
孝
節
録
』
の
内
容
と
本
書
の
四
編
ま
で
が
、
ま
た
宮
内
庁

書
陵
部
所
蔵
の
『
明
治
孝
節
録
』
草
稿
本
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る）1
（

。

学
習
院
蔵
『
明
治
孝
善
録
草
稿
』
題
目
『
明
治
孝
節
録
』
題
目

巻

一
相
模
国
は
つ
女
か
事

は
つ
女

二

二
長
門
国
と
わ
女
か
事

（
宮
内
庁
蔵
草
稿
本「
と
は
」か
）
一

三
阿
波
国
志
内
文
五
郎
か
こ
と

志
内
文
五
郎

一

四
開
拓
使
貫
属
齋
藤
哲
三
郎
か
事

斎
藤
哲
三
郎

一

五
信
濃
国
せ
ん
女
か
事

せ
ん
女

二

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
習
院
大
学
所
蔵
『
明
治
孝
善
録
草
稿
』
は
『
明
治
孝
節

録
』
成
立
に
関
係
す
る
福
羽
美
静
の
手
に
よ
る
原
資
料
、
あ
る
い
は
そ
の
一
部

と
思
わ
れ
る）2
（

。
そ
の
書
名
も
善
行
を
あ
ら
わ
す
「
孝
善8

」
か
ら
、
刊
行
過
程
に

お
い
て
孝
子
、
節
婦
を
明
示
す
る
「
孝
節
」
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
、

小
編
で
は
あ
る
が
『
明
治
孝
節
録
』
の
編
纂
過
程
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
史
料

で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
本
書
刊
行
後
も
昭
憲
皇
太
后
に
よ
る
『
明
治
孝
節
録
』
の
編
纂
事

業
は
続
き）3
（

、
各
府
県
に
続
編
の
編
纂
を
目
的
と
し
た
事
例
の
提
出
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
二
十
四
府
県
か
ら
の
取
調
書
が
宮
内
省

に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
い
う）4
（

。

　

津
和
野
町
立
郷
土
館
に
は
、
こ
の
『
明
治
考
節
録
』
続
編
の
草
稿
『
明
治
孝

節
録　

続
編
一
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
表
紙
に
「
傍
訓
未

完
」
の
朱
書
が
な
さ
れ
た
六
十
二
丁
か
ら
成
る
本
書
が
、『
明
治
孝
節
録
』
の

続
編
で
あ
る
こ
と
は
、
明
治
十
二
年
十
月
と
記
さ
れ
た
加
部
嚴い
ず

夫お

に
よ
る
冒
頭

の
例
言
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る）5
（

。
加
部
嚴
夫
（
一
八
四
九
〜
一
九
二
二
）
は

津
和
野
藩
出
身
の
国
学
者
で
、
福
羽
と
と
も
に
明
治
初
頭
の
神
祇
行
政
に
関
わ

り
、
の
ち
宮
内
省
出
仕
と
な
っ
た
。

　

各
府
県
か
ら
の
取
調
書
の
存
在
に
加
え
、
本
書
の
表
紙
に
は
「
東
京
府
」

「
大
阪
府
」「
京
都
府
（
明
治
元
年
分
）」
の
三
府
が
目
次
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
明
治
十
二
年
当
時
こ
の
続
編
一
に
引
き
続
き
、
各
県
ご
と
に
分
類

さ
れ
た
続
編
刊
行
事
業
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

西
谷
成
憲
氏
は
、『
明
治
孝
節
録
』
が
教
科
書
以
外
に
、
教
導
職
の
国
民
教
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化
活
動
で
も
使
用
さ
れ
た
可
能
性
を
推
察
、
ま
た
宮
内
省
で
編
纂
が
進
ん
で
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
続
編
が
刊
行
さ
れ
ず
に
未
完
に
終
わ
っ
た
原
因
は

不
明
で
、
今
後
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る）6
（

。

　

一
方
、
明
治
二
十
年
に
は
同
じ
く
昭
憲
皇
太
后
の
命
に
よ
っ
て
、『
婦
女
鑑）7
（

』

（
全
六
冊
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
宮
内
省
出
仕
文
学
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
た

西
村
茂
樹
が
編
纂
、
皇
后
宮
大
夫
杉
孫
七
郎
が
序
文
を
記
し
、
修
文
は
加
部
嚴

夫
が
担
当
し
て
い
る
。
加
部
編
纂
に
よ
る
男
女
交
え
た
善
行
を
記
す
『
明
治
孝

節
録
続
篇
』
刊
行
構
想
が
頓
挫
し
、
こ
れ
に
代
わ
る
よ
う
に
「
婦
女
」
の
善
行

の
み
集
め
た
『
婦
女
鑑
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
だ
。

　

侍
講
と
し
て
昭
憲
皇
太
后
か
ら
度
々
「
女
学）8
（

」
に
つ
い
て
下
問
を
受
け
る
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
福
羽
美
静
は）9
（

、
明
治
十
三
年
東
京
女
子
師
範
学
校
の
摂
理

（
校
長
）
と
な
り
、
そ
の
後
も
女
学
を
は
じ
め
教
育
に
関
し
て
様
々
な
論
説
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
発
端
は
、
彼
が
国
民
教
育
を
担
っ
た
明
治
初
期
の
神
祇
行

政
に
深
く
携
わ
っ
た
経
歴
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
神
祇
行
政
に
関
与
し
た

津
和
野
藩
出
身
の
福
羽
美
静
、
加
部
嚴
夫
に
よ
る
『
明
治
孝
節
録
』『
明
治
孝

節
録
続
編
』
の
各
草
稿
本
は
、
明
治
初
年
の
国
民
教
化
策
や
、
国
学
者
た
ち
の

教
育
思
想
│
と
り
わ
け
女
性
の
教
育
│
を
考
え
る
上
で
も
、
さ
ら
に
考
察
を
加

え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

明
治
二
十
三
年
「
教
育
勅
語
」
と
と
も
に
下
賜
さ
れ
た
、
昭
憲
皇
太
后
の
御

真
影
左
側
の
机
上
に
は
、
薔
薇
の
花
と
と
も
に
書
物
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
十
冊
の
書
物
群
が
、『
明
治
孝
節
録
』
と
『
婦
女
鑑
』
で
あ
る
と
読
み

解
い
た
の
は
若
桑
み
ど
り
氏
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
御
真
影
を
、
洋
装
の
「
近

代
的
風
姿
」
と
、
書
物
が
示
す
「
伝
統
的
婦
徳
」
の
結
合
を
表
象
す
る
も
の
と

し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
相
反
す
る
要
請
が
当
時
の
女
性
た
ち
に
求
め
ら
れ
た
理
想

の
姿
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た）10
（

。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
女
性
に
対
す
る
要
請
と
い

う
ば
か
り
で
な
く
、「
開
化
」
と
「
復
古
」
と
い
う
路
線
が
錯
綜
す
る
ま
さ
に

明
治
と
い
う
時
代
の
表
象
と
も
い
え
よ
う
。

　

本
稿
で
は
「
開
化
」
あ
る
い
は
「
近
代
化
」
と
「
復
古
」
と
い
う
相
反
す
る

二
つ
の
潮
流
の
な
か
で
、
明
治
初
年
の
神
祇
行
政
か
ら
出
発
し
た
国
民
教
化
政

策
が
、
神
祇
官
か
ら
神
祇
省
、
教
部
省
を
経
て
や
が
て
学
校
教
育
へ
と
展
開
し

て
い
く
経
緯
を
、
女
性
の
国
民
教
化
と
い
う
視
点
か
ら
た
ど
っ
て
み
た
い）11
（

。

『
昭
憲
皇
太
后
史
』
よ
り
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二
、　
国
民
教
化
政
策
と
し
て
の
風
俗
統
制
│
神
事
の
近
代
化

　
　
　
　
　

従
来
心
願
ト
称
シ
擅
ニ
神
楽
ヲ
社
頭
ニ
奉
納
ス
ル
ヲ
禁
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

達

　
　
　
　
　
　
　

 

是
迄
心
願
ト
称
シ
猥
ニ
社
頭
ニ
於
テ
神
楽
奉
納
ノ
儀
自
今
禁

止
之
事

 

（『
太
政
類
典
』
第
一
編
、
第
一
巻
）

　

明
治
四
年
二
月
十
四
日
、
心
願
成
就
の
た
め
に
社
頭
で
神
楽
を
奉
納
す
る
こ

と
を
規
制
す
る
右
の
よ
う
な
禁
令
が
布
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
禁
令
は
、

そ
れ
ま
で
の
神
事
、
あ
る
い
は
神
楽
を
担
っ
て
い
た
神
職
や
巫
女
の
職
掌
の
あ

り
か
た
に
、
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た）12
（

。

　
「
王
政
復
古
」「
祭
政
一
致
」
に
基
づ
き
、
再
興
さ
れ
た
明
治
神
祇
官
の
機
構

は
、「
復
古
」
と
は
い
え
古
代
神
祇
官
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
明
治
神
祇
官

の
職
掌
は
、「
諸
陵
」
と
共
に
「
宣
教
」
│
す
な
わ
ち
大
教
宣
布
に
よ
っ
て
国

民
を
教
化
す
る
こ
と
│
を
新
た
に
そ
の
職
掌
に
加
え
た
新
し
い
機
関
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
神
祇
官
の
神
殿
に
は
、
古
代
神
祇
官
と
同
じ
く
、
天
皇
守
護
の
た
め

の
神
々
「
八
神
」
が
中
心
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
八
神
は
い
わ
ば
神
祇
官
の
象
徴

と
考
え
ら
れ
て
き
た
神
々
で
あ
る
。
こ
の
八
神
の
祭
祀
を
担
当
す
る
「
御み
か
ん
な
ぎ巫
」

ら
女
性
神
職
と
、
神
事
に
関
わ
っ
て
行
わ
れ
る
「
卜ぼ
く

兆ち
よ
う

」（
う
ら
な
い
）
は
、

古
代
の
神
祇
官
の
職
掌
で
あ
っ
た
が
、
明
治
神
祇
官
の
職
掌
か
ら
は
外
さ
れ
て

い
た
。
こ
う
し
た
明
治
の
神
祇
官
の
あ
り
か
た
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
明
治

初
年
「
巫
」
や
「
卜
い
」
に
対
す
る
規
制
が
次
々
と
行
わ
れ
て
い
く
。

　

明
治
四
年
に
な
る
と
、
神
祇
官
か
ら
太
政
官
被
官
と
な
っ
た
明
治
神
祇
省
に

「
御
巫）13
（

」
が
一
端
復
活
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に
職
名
の
改
称
が
神
祇
省

か
ら
正
院
に
要
望
さ
れ
た
。（
傍
線
は
筆
者
）

　
　
　
　

御
巫
字
面
御
改
之
伺

　
　
　
　

 

先
般
、
被
置
候
御
巫
之
字
面
差
支
候
義
有
之
ニ
付
、
左
之
通
御
改
メ

有
之
度
、
此
段
遂
伺
候
早
々

　
　
　
　

決
議
希
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　

改
御
巫　
　

内
掌
典

　
　
　
　
　
　
　
　

改
権
巫　
　

権
内
掌
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
神
祇
少
輔

　
　
　
　
　
　

辛
未
（
明
治
四
年
）　
　

福
羽
神
祇
大
輔

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　

正
院
御
中

 

（「
諸
官
進
退
・
諸
官
進
退
状
」
第
二
巻
、
明
治
四
年
十
月
）

　

設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
御
巫
」
と
い
う
職
名
の
改
称
の
理
由
は
、
右
の
史

料
傍
線
に
あ
る
よ
う
に
「
御
巫
」
の
字
面
に
差
し
支
え
が
あ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
伺
い
を
出
し
た
の
は
、
当
時
神
祇
省
の
少
輔
門
脇
重
綾）14
（

と
共
に
神
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祇
大
輔
の
福
羽
美
静
で
あ
っ
た
。

　

福
羽
美
静
は
の
ち
に
そ
の
著
『
神
官
要
義
』（
明
治
三
十
四
年
刊
）
の
な
か

で
、
次
の
よ
う
な
神
事
観
、
神
職
像
を
述
べ
て
い
る
。

神
明
奉
仕
す
る
事
業
必
高
く
ひ
ろ
く
彼
の
祝
詞
な
る
横
山
の
如
積
な
す

と
か
豊
か
に
云
々
な
と
い
ふ
こ
と
尤
其
時
勢
を
み
る
べ
き
も
の
な
り
。

時
勢
の
変
革
を
以
て
度
を
進
む
る
の
道
理
を
明
ら
か
に
し
、
又
方
今
神

事
中
に
も
中
世
以
後
弊
風
の
生
し
た
る
こ
と
を
弁
知
し
て
弊
事
は
速
や

か
に
こ
れ
を
退
け
衆
に
対
す
る
教
意
に
お
い
て
も
、
其
迷
信
固
陋
狭
量

な
る
行
事
は
必
改
め
し
む
べ
し
。
徳
義
も
武
家
時
代
文
弱
時
代
の
徳
義

甚
可
嫌
事
あ
り
。
こ
れ
等
の
注
意
あ
る
べ
し
。
神
明
に
対
し
祈
念
心
あ

る
は
当
然
な
が
ら
、
俗
間
に
称
す
る
如
き
利
益
報
効
を
専
念
し
、
夫
に

乗
し
て
神
官
等
の
卑
劣
を
極
む
る
な
と
は
最
も
注
意
戒
心
す
へ
き
こ
と

な
り
。

　

彼
は
神
事
の
中
に
あ
る
中
世
以
降
の
悪
い
習
慣
を
捨
て
、
迷
信
や
固
陋
な
る

行
事
を
改
め
る
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
時
代
の
流
れ
を
見
た
神
明

奉
仕
の
あ
り
か
た
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。
中
世
以
後
の
幣
風
と
は
、
神
仏
習
合

と
共
に
「
迷
信
や
固
陋
な
る
行
事
」、
す
な
わ
ち
「
卜
い
」
や
「
巫
」
を
指
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
所
業
は
開
化
の
世
に
あ
っ
て
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
美
静
の
神
事
観
、
神
職
論
に
は
、
古
代

の
神
祇
官
に
な
ら
っ
て
復
活
し
た
「
御
巫
」
の
職
名
が
、
差
し
支
え
る
も
の
と

判
断
さ
れ
た
理
由
が
表
れ
て
い
よ
う）15
（

。
し
か
し
そ
れ
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

福
羽
美
静
の
み
の
見
解
で
は
な
か
っ
た
。

　

明
治
五
年
四
月
三
十
日
、
国
家
官
吏
た
る
神
職
す
な
わ
ち
「
神
官）16
（

」
は
教
部

省
の
管
轄
下
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
五
年
六
月
九
日
に
は
「
各
管
内
社
寺
ヲ

以
説
教
所
ト
ナ
シ
稼
業
ノ
餘
暇
聴
セ
シ
ム）17
（

」
と
い
う
教
部
省
布
達
が
府
県
に
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
管
轄
内
の
社
寺
を
説
教
所
と
し
て
、
老
幼
男
女
共
に
稼

業
の
余
暇
に
そ
れ
ぞ
れ
信
仰
の
社
寺
に
詣
り
、「
敬
神
愛
国
」「
天
理
人
道
」

「
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
と
い
う
三
ヶ
条
の
大
旨
に
関
す
る
説
教
を
聴
聞
す

る
よ
う
に
一
般
末
々
ま
で
遺
漏
な
く
布
達
す
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

同
年
八
月
八
日
に
は
、
神
官
が
全
て
教
導
職
に
補
さ
れ
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
る
。

教
導
職
と
は
、
明
治
五
年
か
ら
明
治
十
七
年
ま
で
国
民
に
対
す
る
教
化
活
動
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
職
で
あ
る）18
（

。

　

教
化
の
拠
点
と
し
て
、
東
京
・
芝
の
増
上
寺
を
「
大
教
院
」
と
し
、
地
方
に

は
「
中
教
院
」
を
、
各
神
社
・
寺
院
は
「
小
教
院
」
と
し
て
教
導
職
は
氏
子
や

信
徒
を
集
め
て
説
教
・
講
義
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
寺
社
は
人
心
収
攬
に
適

し
た
教
化
の
拠
点
と
さ
れ
た
の
だ）19
（

。

　

福
羽
美
静
は
、
神
祇
省
廃
省
の
後
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
教
部
省
の
大
輔
と

し
て
国
民
教
化
の
中
心
に
位
置
し
た
。
そ
し
て
明
治
五
年
三
月
、
立
法
機
関
で

あ
る
左
院
の
副
議
長
と
教
部
省
御
用
掛
を
兼
任
し
て
い
た
江
藤
新
平
ら
と
共
に

次
の
よ
う
な
建
言
を
出
し
て
い
る
。

雅
楽
ヲ
始
能
狂
言
其
外
俗
楽
ニ
至
ル
迄
音
曲
歌
舞
ニ
属
ス
ル
者
教
化
ノ
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一
端
ニ
テ
人
心
風
俗
ノ
関
係
不
寡
ニ
付
夫
々
取
締
相
立
懲
勧
ノ
功
相
立

候
場
ニ
漸
々
相
進
ミ
候
様
致
度
御
座
候
間
一
切
本
省
ノ
管
轄
ニ
披
仰
付

度
但
雅
楽
ハ
式
部
寮
ニ
御
用
有
之
候
事
ハ
従
前
之
通
ニ
テ
可
然
存
候
事

﹇
三
月
廿
七
日
教
部
﹈ 

（『
太
政
類
典
』
第
二
編
、
第
十
八
巻
）

　

す
な
わ
ち
、
雅
楽
を
は
じ
め
と
す
る
音
曲
歌
舞
は
、
人
心
風
俗
に
関
係
し
教

化
の
一
端
と
も
な
る
の
で
、
一
切
を
教
部
省
の
管
轄
と
し
た
い
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
教
部
省
の
建
言
は
左
院
に
認
め
ら
れ）20
（

、
や
が
て
そ
れ
は
同
年
八
月

二
十
三
日
の
「
能
狂
言
ヲ
始
メ
音
曲
弊
習
ヲ
洗
除
シ
風
化
ノ
一
助
ト
為
サ
シ

ム
」（
能
狂
言
其
他
音
曲
歌
舞
営
業
ノ
者
心
得
方
）
と
い
う
教
部
省
布
達
（
第

十
五
号）21
（

）
へ
と
つ
な
が
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
五
年
五
月
、
突
如
と
し
て
福
羽
美
静
は
、
教
部
大
輔
を
免

官
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
近
年
の
研
究
で
は
美
静
と
左
院
と
の
軋
轢

に
よ
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が）22
（

、
美
静
の
伝
記
『
木
園
福
羽
美
静
小
傳
』

に
は
、
彼
の
論
が
い
わ
ば
開
化
的
で
省
内
で
少
数
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る）23
（

。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
美
静
が
去
っ
た
後
の
教
部
省
で
も
、
引
き
続
き
「
卜
い
」

「
巫
」
に
関
す
る
規
制
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
神
祇
官
は
明
治
四
年
に
は
太
政

官
下
の
「
神
祇
省
」
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
五
年
の
神
祇
省
廃
省
後
、
国
民
教

化
を
主
眼
と
す
る
「
教
部
省
」
が
設
立
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
神
祇
行
政
を
担

う
機
関
は
、
短
期
間
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
容
し
て
い
く
な
か
に
あ
っ
て
、「
巫
」

に
関
わ
る
政
策
は
一
貫
し
て
い
た
。
明
治
六
年
に
は
、
巫
覡
の
所
業
が
禁
止
さ

れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
次
の
教
部
省
か
ら
の
伺
い
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

従
来
梓
巫
市
子
並
憑
祈
禱
狐
下
ケ
等
相
唱
玉
占
口
寄
セ
等
ノ
名
目
ヲ
以

妄
ニ
吉
凶
ヲ
指
示
シ
霊
魂
ヲ
招
キ
寄
セ
候
ト
称
シ
口
問
ヒ
為
致
候
等
荒

誕
不
経
ノ
甚
キ
愚
民
ヲ
蠱
惑
シ
智
識
ヲ
抑
遏
シ
到
底
開
化
ノ
進
歩
却
退

セ
シ
メ
大
ニ
教
義
上
ニ
関
係
イ
タ
シ
候
事
故
今
般
一
切
ニ
禁
止
相
成
候

様
致
シ
度
依
テ
各
府
県
布
達
案
取
調
相
伺
候
間
至
急
御
評
決
有
之
度
候

也　

一
月
九
日　
　

伺
ノ
通　

一
月
十
四
日

 

（『
太
政
類
典
』
第
二
編
、
第
二
二
六
巻
）

　

す
な
わ
ち
「
巫
」
の
所
業
は
人
々
の
心
を
惑
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ

「
開
化
」
と
は
逆
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
風
俗
統
制
と
い
わ
れ
る
こ
う
し
た

一
連
の
規
制
は
、
民
間
の
巫
だ
け
で
な
く
、
神
事
か
ら
の
巫
覡
性
の
排
除
で
あ

り
、
そ
れ
は
神
事
あ
る
い
は
神
職
・
巫
女
の
近
代
化
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

明
治
六
年
七
月
の
教
部
省
達
の
「
神
官
奉
務
規
則）24
（

」
に
は
、
当
時
の
神
職
の
あ

る
べ
き
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

第
四

一
神
官
ハ
教
導
職
ヲ
兼
務
ス
其
責
タ
ル
綦
重
ナ
リ
故
ニ
国
体
ヲ
弁
ヘ
理

義
ニ
通
シ
其
言
行
皆
師
表
ノ
任
ニ
勝
ユ
ヘ
キ
ヲ
要
ス
ヘ
シ

　
　
　

第
六

一
卜
筮
方
位
ヲ
以
テ
漫
ニ
吉
凶
禍
福
ヲ
説
キ
無
稽
ノ
祈
禳
等
決
テ
行
フ
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ヘ
カ
ラ
ス

　

教
導
職
と
し
て
国
民
教
化
の
一
端
を
担
っ
た
神
官
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

時
代
錯
誤
の
迷
信
│
巫
覡
的
な
所
業
や
卜
い
│
と
は
決
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　

社
頭
の
神
楽
が
規
制
さ
れ
、
音
曲
歌
舞
一
切
が
教
部
省
の
管
轄
と
な
っ
た
一

方
で
、
推
奨
さ
れ
た
巫
女
の
神
楽
も
あ
っ
た
。
当
時
、
奈
良
・
春
日
社
の
「
倭

舞
」「
巫
子
舞
」
の
講
習
が
各
所
で
当
時
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
す
の

が
、
明
治
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
春
日
社
伝
来
の
神
楽
の
歌
譜
『
藤
の
し
な
ひ）25
（

』

序
文
で
あ
る
。

　

冒
頭
に
は
当
時
、
教
導
職
中
、
最
高
位
の
「
大
教
正
」
で
神
宮
祭
主
で
も
あ

っ
た
三
条
西
季
知
が
こ
の
春
日
伝
来
の
倭
舞
、
御
巫
子
神
楽
に
つ
い
て
記
し
た

序
文
に
続
き
、
同
じ
く
「
権
中
教
正
」
と
教
導
職
名
を
明
記
し
た
本
居
豊
頴
が

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

神
の
み
ま
へ
に
仕
へ
ま
つ
る
歌
ま
ひ
は
し
も
、
は
や
く
立
ち
さ
わ
く
世

の
ち
り
に
ま
き
れ
て
、
石
の
上
ふ
る
き
手
ふ
り
は
忌
垣
の
さ
か
き
葉
地

に
お
ち
、
御
饌
と
の
ゝ
け
ふ
り
た
え
〳
〵
に
消
う
せ
て
、
た
ま
〳
〵

国
ゝ
の
神
社
に
伝
へ
た
る
も
、
あ
る
は
も
ろ
こ
し
の
風
を
と
り
ま
し
へ
、

あ
る
は
後
の
世
の
さ
と
ひ
た
る
方
に
な
か
れ
し
か
多
か
る
そ
く
ち
を
し

き
、
春
日
神
社
の
社
司
富
田
光
美
の
家
に
伝
へ
た
る
は
さ
る
た
く
ひ
ニ

あ
ら
す
、
い
と
正
し
く
み
や
ひ
た
り
、
さ
れ
は
そ
の
倭
舞
は
、
は
や
く

世
に
公
に
せ
ら
れ
て
歌
譜
は
た
桜
木
ニ
に
ほ
へ
る
を
、
御
巫
の
ま
ひ
な

ほ
い
ま
た
世
に
あ
ま
ね
か
ら
ね
は
、
此
こ
ろ
光
美
講
義
こ
の
東
京
に
出

て
、
も
は
ら
そ
の
歌
ま
ひ
を
教
へ
つ
た
ふ
る
ニ
、
つ
き
〳
〵
受
習
ふ
人

お
ほ
く
、
い
ま
は
大
中
教
院
は
更
な
り
、
そ
こ
の
社
、
か
し
こ
の
宮
と

さ
る
へ
き
御
ま
つ
り
の
を
り
〳
〵
に
は
、
か
な
ら
す
こ
の
や
ま
と
ま
ひ
、

ま
た
巫
舞
を
か
な
つ
る
事
の
如
な
り
ぬ
、
か
く
て
つ
き
〳
〵
ニ
く
に

〳
〵
処
ゝ
の
、
大
や
し
ろ
小
社
に
も
受
伝
へ
行
ひ
て
、
後
世
の
さ
と
ひ

た
る
手
ふ
り
か
し
に
か
へ
は
、
そ
れ
や
か
て
神
事
の
正
し
く
な
り
、
古

に
か
へ
る
一
ふ
し
ニ
し
て
、
い
桙
中
と
り
も
ち
て
つ
か
へ
ま
つ
ら
し
ゝ

春
日
の
大
神
こ
ゝ
ろ
に
も
か
な
は
ま
し
と
、
八
処
女
か
か
さ
し
の
藤
の

う
ち
な
ひ
き
思
ふ
ま
ゝ
に
、
青
す
り
の
此
の
す
り
巻
き
の
は
し
文
を
一

こ
と
し
る
し
つ

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
社
に
お
け
る
神
前
で
の
古
い
歌
舞
は
多
く
消
え
て
い
る

な
か
で
、
春
日
神
社
の
社
司
が
つ
た
え
る
神
楽
舞
は
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
後
世
の
「
も
ろ
こ
し
の
風
」「
さ
と
ひ
た
る
か
た
（
田
舎
じ
み
た
か
た
）」

の
歌
舞
が
こ
れ
に
変
れ
ば
、
神
事
も
正
し
く
な
り
、「
古
に
か
え
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

　

高
位
の
教
導
職
二
人
の
序
文
を
冒
頭
に
掲
げ
、
諸
社
だ
け
で
な
く
、
大
教
院
、

中
教
院
で
も
こ
の
神
楽
舞
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

春
日
社
伝
来
の
神
前
神
楽
が
教
部
省
に
よ
っ
て
、
近
代
の
神
事
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
、
す
な
わ
ち
「
正
し
い
」
も
の
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
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う
。
神
事
や
神
楽
そ
し
て
そ
れ
を
担
う
人
々
│
神
職
や
巫
女
を
、「
復
古
」
と

い
う
名
の
も
と
で
時
代
に
合
う
よ
う
に
改
め
て
い
く
こ
と
も
ま
た
、
国
民
教
化

政
策
の
一
端
で
あ
っ
た
。

三
、
教
導
職
と
神
官
│
女
性
祠
官
登
用
を
め
ぐ
る
資
料
か
ら
│

　

明
治
七
年
六
月
二
十
八
日
、
福
羽
美
静
の
後
任
で
教
部
大
輔
に
な
っ
た
宍
戸

璣
の
も
と
に
、
山
梨
県
参
事
冨
岡
敬
明
か
ら
郷
社
祠
官
設
置
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
伺
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。

當
縣
管
下
甲
斐
国
全
八
十
区
郷
社
祠
官
ノ
儀
於
假
中
教
院
教
導
職
筋
試

験
ノ
上
撰
挙
候
処
、
固
ヨ
リ
当
器
人
少
ノ
儀
ニ
付
祠
官
闕
員
相
成
候
節

ハ
、
假
令
婦
人
タ
リ
ト
モ
畧
書
史
ニ
渉
リ
純
厚
教
導
職
ニ
堪
ル
者
ハ
祠

官
申
付
右
補
欠
イ
タ
シ
度
、
於
然
ハ
人
民
進
歩
ノ
一
端
ヲ
開
キ
勧
奨
ノ

裨
益
不
少
候
儀
ト
相
考
候
間
、
何
分
ノ
御
指
令
有
之
度
此
段
相
伺
候
也
。

追
テ
本
文
御
許
可
相
成
儀
ニ
候
ハ
ヽ
祭
服
ノ
儀
御
制
度
可
有
之
哉
為
心

得
此
段
添
テ
相
伺
候
也
。 

（
山
梨
県
伺　

教
部
省
宛）26
（

）

　

こ
の
史
料
は
、
山
梨
県
下
の
郷
社
の
神
官
に
欠
員
が
で
る
場
合
、
た
と
え
婦

人
で
あ
っ
て
も
、
書
籍
を
広
く
見
聞
し
、
純
厚
な
性
質
で
、
教
導
職
に
た
え
る

者
は
、
神
職
を
申
し
つ
け
て
欠
員
を
補
欠
し
た
い
と
い
う
女
性
神
官
登
用
の
伺

い
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
人
民
進
歩
の
一
端
を
き
り
開
く
推
奨
の
助
け
と

な
る
こ
と
を
目
論
ん
で
の
伺
い
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
伺
い
を
出
し
た
冨
岡
敬
明
は
、
佐
賀
県
の
生
ま
れ
で
、
明
治
五
年
に
五

十
歳
で
山
梨
県
権
参
事
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
。
そ
の
後
県
内
の
日
野
原
の
開

拓
に
貢
献
し
、
農
民
騒
動
を
治
め
県
令
藤
村
紫
朗
の
補
佐
と
し
て
山
梨
県
の
近

代
化
を
進
め
た
人
物
で
あ
る
と
い
う）27
（

。
右
の
伺
い
か
ら
も
冨
岡
は
、
い
わ
ば

「
開
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
郷
社
に
お
け
る
女
性
祠
官
の
登
用
を
提
案
し
た
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
山
梨
県
か
ら
の
伺
い
を
め
ぐ
る
教
部
省
、
式
部
省
と
左
院
と
の
や
り
と

り
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
に
ま
と
め
た
が）28
（

、
左
院
は
最
終
的
に
女
性
祠
官
を

認
め
な
い
と
い
う
決
定
を
下
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
国
民
教
化
と
い
う
観
点
か
ら
女
性
祠
官
に
関
す
る
左
院
回
答
を

改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

別
紙
教
部
省
伺
婦
人
ヲ
以
テ
郷
社
祠
官
ニ
撰
挙
ノ
儀
竭
審
議
候
処
、
抑
①
婦

人
ヘ
独
立
ノ
職
掌
ヲ
任
ス
ル
コ
ト
皇
女
ヲ
以
テ
斎
宮
ニ
任
セ
ラ
ル
ノ
古
例
有
之

候
へ
ト
モ
後
世
ニ
於
テ
事
理
不
相
当
ノ
事
ニ
有
之
。
②
今
郷
社
祠
官
ト
雖
モ
既

ニ
官
給
ノ
規
定
モ
有
之
、
教
導
職
同
様
ニ
ハ
難
見
倣
。
又
祠
官
ハ
元
男
子
ノ
務

ム
ヘ
キ
者
ニ
シ
テ
女
子
ヲ
必
ス
ヘ
キ
ニ
非
ス
。
故
ニ
又
内
掌
典
同
様
ニ
ハ
難
見

倣
。
若
シ
之
ヲ
御
許
相
成
候
時
ハ
、
③
女
子
ノ
戸
主
ニ
シ
テ
配
偶
ノ
夫
ヲ
家
族

ト
ナ
ス
ノ
端
ヲ
啓
キ
風
儀
ヲ
敗
ル
ノ
基
ニ
モ
相
成
、
且
是
ヨ
リ
シ
テ
諸
職
員
ニ

モ
列
ス
ヘ
キ
権
利
ヲ
有
ス
ル
姿
ニ
立
至
リ
可
申
旁
本
件
ノ
如
キ
ハ
断
然
御
禁
止

相
成
可
然
存
候
。
然
ル
ニ
辛
未
ノ
九
月
別
紙
ノ
通
リ
神
祇
省
ヨ
リ
相
達
候
趣
モ
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有
之
候
得
共
、
当
時
ハ
官
制
未
タ
整
備
ニ
至
ラ
ス
、
国
家
官
吏
ト
国
務
官
吏
ト

ノ
区
分
モ
判
然
不
致
事
ニ
付
、
今
般
本
件
回
答
之
砌
、
同
件
取
消
之
儀
、
教
部

省
ヨ
リ
可
申
達
段
モ
式
部
寮
ヨ
リ
申
添
可
然
存
候
也
。（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

 

（「
左
院
議
按
」
法
制
課　

歴
査
・
此
方
決
済　

明
治
七
年
七
月
二
十
日）29
（

）

　

右
の
傍
線
①
の
と
お
り
、
女
性
の
神
職
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
斎
宮
」

制
度
の
古
例
が
出
さ
れ
て
い
る
。「
復
古
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
古
代

の
神
祭
り
を
専
ら
と
す
る
職
が
参
照
さ
れ
る
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
は
後
世
に
お
い
て
「
事
理
不
相
当
」
│
す
な
わ
ち
、
今
の
時
代
に

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
女
性
祠
官
登
用
の
提
案
と
そ
の

議
論
も
結
局
は
、「
復
古
」
と
「
開
化
」
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
だ
。

　

加
え
て
傍
線
③
の
と
お
り
国
家
官
吏
と
し
て
の
神
官
へ
の
女
性
任
用
は
女
性

戸
主
の
問
題
に
ま
で
発
展
し
、
そ
の
こ
と
が
風
儀
を
乱
す
と
の
見
解
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
決
定
は
あ
く
ま
で
も
明
治
の
世
に
ふ
さ
わ
し
い
国

民
の
あ
り
か
た
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
お
り
、
女
性
神
官
登
用
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

宗
教
観
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
専
ら
国
民
教
化
政
策
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

一
方
、
②
の
と
お
り
郷
社
祠
官
で
も
官
給
の
規
定
が
あ
る
の
で
、
神
官
は
無

給
で
あ
る
教
導
職
と
は
同
様
に
み
ら
れ
な
い
と
い
う
文
面
に
注
目
し
た
い
。
こ

の
女
性
祠
官
登
用
の
提
案
が
、
明
治
初
年
な
ぜ
山
梨
県
か
ら
な
さ
れ
た
の
か
。

そ
の
背
景
を
考
え
る
上
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は
、
や
は
り
こ
の
「
教
導

職
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
明
治
五
年
に
は
、
神
官
は

全
て
教
導
職
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
む
し

ろ
当
然
の
こ
と
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

明
治
六
年
十
一
月
二
十
七
日
の
教
部
省
布
達
に
よ
る
「
大
教
院
并
中
教
院
規

則
）
30
（

」
に
よ
れ
ば
、
教
導
職
の
撰
挙
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
六
條　

教
導
職
ハ
一
身
ヲ
以
テ
衆
庶
ノ
模
範
ト
為
レ
ハ
品
行
人
望
学
識

講
義
篤
志
ノ
五
科
ヲ
以
テ
検
査
シ
撰
挙
ス
ル
事 

（「
大
教
院
規
則
」）

　

そ
の
公
撰
式
検
査
の
詳
細
の
方
法
と
は
、
同
規
則）31
（

に
よ
る
と
、「
撰
挙
ノ
精

粗
ハ
教
法
ノ
盛
衰
ニ
係
ル
慎
密
注
意
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
て
「
品
行
」

「
人
望
」「
学
識
」「
講
義
」「
篤
志
」
の
五
つ
の
科
に
つ
い
て
上
中
下
の
三
つ
の

等
位
を
設
け
、
一
級
は
五
科
上
等
か
ら
、
十
四
級
は
二
科
下
等
と
い
う
基
準
で

神
官
僧
侶
を
試
補
す
る
と
あ
る
。

　

明
治
六
年
七
月
に
は
「
教
導
職
撰
挙
方
ヲ
改
ム
」
と
し
て
教
部
省
布
達
に
よ

り
、
官
国
幣
社
神
官
并
教
導
職
撰
挙
に
つ
い
て
、
次
い
で
神
官
僧
侶
以
外
の
一

般
教
導
職
の
試
補
に
つ
い
て
の
布
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
十
二
月
に
は
、

未
だ
教
導
職
を
兼
補
し
て
い
な
い
府
県
社
以
下
の
神
職
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
改
善
す
る
た
め
「
府
県
社
以
下
祠
官
掌
教
導
職
兼
補
ニ
勝
ユ
ル
モ
ノ
ヲ
精

選
セ
シ
ム
」（
教
部
省
布
達
三
十
三
号
）
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
七
年
に

は
、「
教
導
職
薦
挙
ノ
法
ヲ
精
密
ニ
ス
」
と
し
て
教
導
職
の
選
挙
に
関
わ
る
達

が
間
を
お
か
ず
出
さ
れ
て
お
り
、
教
導
職
に
よ
る
国
民
教
化
政
策
を
急
速
に
進
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め
よ
う
と
す
る
慌
た
だ
し
さ
が
窺
わ
れ
る
。

　

先
の
山
梨
県
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、
こ
う
し
た
教
部
省
か
ら
の
教
導
職
精

選
の
要
請
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
山
梨
県
の
伺
い

（
⑻
頁
）
に
あ
る
「
固
よ
り
当
器
人
少
ノ
儀
」
と
い
う
表
記
に
も
あ
ら
わ
れ
て

い
る
と
お
り
、
政
府
が
求
め
る
よ
う
な
教
導
職
に
た
る
人
材
の
確
保
は
、
困
難

を
き
わ
め
た
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
神
職
、
国
学
者
に
よ
る
宣
教

使
の
制
度
が
十
分
に
成
果
を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
容
易
に

想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う）32
（

。

　
『
明
治
史
要
』
に
は
、
内
務
省
戸
籍
表
か
ら
抽
出
さ
れ
た
明
治
七
年
一
月
現

在
の
教
導
職
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
教
導
職
総
数
は
二
、
〇

八
七
名
で
、
う
ち
女
性
の
教
導
職
が
二
名
（
東
京
府
一
、
熊
谷
県
一
）
と
な
っ

て
い
る）33
（

。
教
化
の
対
象
が
老
若
男
女
を
対
象
と
し
た
万
民
で
あ
る
以
上
、
女
性

の
教
導
職
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ
自
然
な
流
れ
で
あ
ろ
う
。

　

折
し
も
山
梨
県
よ
り
こ
の
女
性
祠
官
登
用
の
伺
い
が
出
る
一
月
前
、
明
治
七

年
五
月
二
十
三
日
、
女
性
の
教
導
職
を
養
成
す
る
機
関
で
あ
る
下
谷
女
教
院
開

校
祭
典
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
開
校
祭
典
の
式
次
第
を
み
る
と
、「
大
祓
」

「
神
殿
祭
」「
鎮
祭
」
と
あ
り
、
祭
典
と
は
ま
さ
に
神
前
で
行
う
純
然
た
る
神
事

で
あ
っ
た
。
神
事
の
所
役
は
次
の
と
お
り
教
導
職
を
中
心
と
し
た
女
性
た
ち
で

あ
る）34
（

。

　
　
　

斎
主　

打（
袿
）着
緋
袴　
　
　
　
　
　　

〔
万
（
筆
者
注
）〕
里
小
路
良
子

　
　
　

祓
主　

打
着
袴　
　
　
　
　
　
　　
　

跡
見
花
蹊

　
　
　

典
礼　

打
着
袴　
　
　
　
　
　
　　
　

日
尾
直
子

　
　
　

賛
者　

打
着
袴　

大
麻
行
事　
　　
　

小
原
燕
子

　
　
　
　
　
　
　

同　
　

伴
仲
子
替
之　　
　

木
城
花
野

　
　
　
　
　
　
　

同　
　

手
長
ノ
長
兼
ル　
　

平
田
長
子

　
　
　

後
取　
　

打
着
袴　
　
　
　
　
　　
　

姉
小
路
千
代
滝

　
　
　
　
　
　
　

打
着
袴　
　
　
　
　
　　
　

木
城
花
野

　
　
　

神
饌
掛　

紋
付
袴　
　
　
　
　
　　
　

最
上
猷
子

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

神
部
兼
ル　　
　

荻
野
吟
子

　
　
　

装
束
掛　
　

同　
　
　

同　
　
　　
　

加
藤
若
代

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

同　
　
　　
　

貫
輪
竹
子

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

同　
　
　　
　

日
尾
寿
子

　
　
　

手
長　
　
　

同　
　
　

同　
　
　　
　

外
ニ
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　　
　

神
部
兼
ル

　

左
院
で
諸
社
に
お
け
る
女
性
神
官
登
用
禁
止
が
決
済
さ
れ
る
直
前
、
奇
し
く

も
教
部
省
の
も
と
で
は
女
教
院
が
開
校
さ
れ
、
打う
ち

着き

袴
（
袿
袴
）
を
祭
服
と
し

た
女
性
た
ち
に
よ
る
神
事
が
執
行
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
教
導
職
が
説
教
す
る
時

に
は
、
必
ず
神
拝
を
行
う
の
で
祭
祀
に
準
じ
て
祭
服
を
着
用
す
る
こ
と
が
、
明

治
六
年
九
月
、
教
部
省
よ
り
上
申
さ
れ
て
い
る
。
女
性
祠
官
登
用
の
伺
い
が
山

梨
県
か
ら
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
女
性
の
教
導
職
の
存
在
や
、
説
教

に
伴
う
神
事
の
執
行
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
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四
、
女
教
院
と
教
導
職
│
跡
見
花
蹊
の
日
記
か
ら

　

明
治
六
年
六
月
十
七
日
、
大
教
院
の
も
と
で
女
教
院
が
開
講
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
あ
る
い
は
女
教
院
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
公
文
書
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
み

あ
た
ら
ず
、
明
治
六
年
十
一
月
の
大
教
院
規
則
に
も
女
教
院
に
つ
い
て
は
ふ
れ

て
い
な
い
。
神
祇
行
政
史
の
中
で
女
教
院
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う）35
（

。

　

と
こ
ろ
が
跡
見
女
学
校
の
創
立
者
、
跡
見
花
蹊
の
日
記
に
は
、
花
蹊
が
教
導

職
に
任
命
さ
れ
女
教
院
が
開
講
さ
れ
る
経
緯
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
教

部
省
と
の
や
り
と
り
や
、
当
時
の
説
教
や
神
事
の
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
た
こ
の

日
記
は
、
公
的
な
記
録
で
は
な
い
も
の
の
、
女
教
院
や
女
教
院
に
関
わ
っ
た
教

導
職
た
ち
の
活
動
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
ろ
う
。
女
教
院
に
つ
い
て

は
跡
見
花
蹊
の
業
績
を
中
心
に
す
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が）36
（

、
女
教
院
を
中
心

に
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
本
論
で
は
神
祇
行
政
史
の
観
点
か
ら
、
女
教
院
の

活
動
を
主
に
日
記
か
ら
た
ど
っ
て
い
き
た
い
。

　

花
蹊
が
教
導
職
に
任
命
さ
れ
る
発
端
を
、
こ
の
日
記
か
ら
た
ど
る
と
す
れ
ば
、

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
月
二
十
七
日
条
の
、「
渡
辺
先
生
相
頼
、
皇
漢
学

入
学
ス
。
則
先
生
来
ら
れ
候
也
。」
と
い
う
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
渡
辺
先
生

と
は
、
国
学
者
で
当
時
教
部
省
の
出
仕
で
あ
っ
た
渡
辺
重い
か
り石
丸ま
る

（
一
八
三
六
〜

一
九
一
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
日
か
ら
花
蹊
の
日
記
に
は
「
渡
辺
先
生
御

出
、
講
釈
聞
。」
の
記
事
が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
い
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
五
月
十
二
日
、「
花
蹊
、
教

部
省
ヨ
リ
御
用
召
差
紙
来
着
ス
。」
の
記
事
に
続
き
、
翌
十
三
日
の
記
事
に
は
、

「
朝
、
第
十
字
、
教
部
省
へ
出
頭
。
補
権
訓
導
拝
命
。
三
島
教
部
大
丞
奉
。
夫

ヨ
リ
芝
大
教
院
へ
出
頭
ス
。
三
ヶ
条
命
紙
給
候
也
。」
と
続
く
。

　

前
頁
に
挙
げ
た
「
下
谷
女
教
院
開
校
祭
典
」
の
「
所
役
」
の
筆
頭
に
掲
げ
ら

れ
た
「
斎
主
」（
祭
り
を
と
り
し
き
る
役
）
万
里
小
路
良
子
と
は
、
姉
小
路
公

前
の
娘
、
姉
小
路
良
子
（
一
八
五
六
〜
一
九
二
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
花
蹊
の

姉
藤
野
（
千
代
滝
）
が
姉
小
路
家
に
仕
え
、
姉
小
路
公
知
と
の
間
に
公
義
を
設

け
た
縁
で
、
花
蹊
の
父
重
敬
も
姉
小
路
家
に
出
仕
、
公
義
と
と
も
に
、
花
蹊
た

ち
も
上
京
の
運
び
と
な
り
、
東
京
の
姉
小
路
家
に
同
居
す
る
こ
と
に
な
る）37
（

。
上

京
し
た
花
蹊
の
も
と
に
は
京
都
華
族
の
娘
た
ち
が
次
々
と
入
門
し
、
一
方
で
宮

内
卿
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
宮
中
典
侍
や
掌
侍
ら
の
女
官
た
ち
に
漢
学
を
講
義

し
て
い
る）38
（

。

　

教
導
職
に
は
、「
大
教
正
」（
一
級
）
を
筆
頭
に
、
権
大
教
正
（
二
級
）、
中

教
正
（
三
級
）、
権
中
教
正
（
四
級
）、
少
教
正
（
五
級
）、
権
少
教
正
（
六
級
）、

大
講
義
（
七
級
）、
権
大
講
義
（
八
級
）、
中
講
義
（
九
級
）、
権
中
講
義
（
十

級
）、
少
講
義
（
十
一
級
）、
権
少
講
義
（
十
二
級
）、
訓
導
（
十
三
級
）、
権
訓

導
（
十
四
級
）
の
十
四
階
級
が
あ
っ
た
。
当
時
三
十
四
歳
の
花
蹊
が
十
四
級
の

「
権
訓
導
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
明
治
六
年
五
月
二
十
七
日
、
良
子
は
十
七

歳
に
し
て
教
導
職
の
「
大
講
義
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。「
大
講
義
」
は
教
部

省
で
任
命
で
き
る
最
も
高
い
七
級
で
あ
っ
た）39
（

。

　

同
年
六
月
、
芝
・
増
上
寺
の
大
教
院
神
殿
に
、
旧
神
祇
省
に
祭
ら
れ
て
い
た
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「
八
神
殿
」
が
移
築
さ
れ
、
大
教
院
神
殿
上
棟
祭
、
神
殿
四
柱
大
神
鎮
祭
、
開

講
式
が
行
わ
れ
た
。
六
月
十
七
日
の
大
教
院
神
殿
で
の
開
講
祭
典
に
は
神
官
僧

侶
数
千
人
の
中
に
交
じ
り
、「
童わ
ら
わ

」
の
髪
型
に
結
い
、
緋
袴
に
松
重
の
色
目
の

袿
姿
の
良
子
が
、
女
性
た
ち
を
率
い
て
、
神
前
で
教
詞
を
あ
げ
た
様
子
が
日
記

に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
子
は
当
時
の
『
新
聞
雑
誌
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
）
40
（

こ
と
か
ら
、
良
子
ら
女
教
師
た
ち
の
姿
も
注
目
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

良
子
の
「
大
講
義
」
任
命
は
、
教
部
省
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
女
教
院
開
講
に
あ
た
っ
て
は
、
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
記

に
は
「
教
部
の
方
ハ
し
き
り
に
相
す
ゝ
み
候
」
一
方
で
、「
上
官
ノ
処
に
て
教

部
の
さ
ま
た
け
致
し
候
者
之
有）41
（

」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
教
部
省
の
い
う
「
上

官
の
処
」
と
は
、
お
そ
ら
く
左
院
の
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
「
大
教
院
で
女
教
院
を
行
い
女
引
立
度
と
段
々
に
人
力
を
尽
く
す
」

と
い
う
こ
の
教
部
省
の
方
針
に
対
し
て
、
宮
内
大
輔
（
万
里
小
路
博
房
）
が

「
成
程
ヨ
キ
事
」
と
し
て
「
此
女
子
引
立
の
事
は
、
皇
后
様
よ
り
御
引
立
に
成

ら
ね
は
成
ら
ぬ
事
故
、
此
事
は
是
非
申
入
て
行
ニ
盛
大
の
様
、
可
取
行
（
致
）

度
」
と
発
言
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
女
教
院
開
講
の
背
後
に
は
、
昭
憲

皇
太
后
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
。

　

教
部
省
で
良
子
が
大
講
義
に
任
じ
ら
れ
た
明
治
六
年
五
月
二
十
七
日
、
花
蹊

は
芝
大
教
院
の
局
長
か
ら
女
教
院
取
り
立
て
に
つ
き
、
女
教
師
の
人
選
を
依
頼

さ
れ
て
い
る
。
同
年
六
月
十
七
日
に
開
講
さ
れ
た
女
教
院
は
、
教
部
省
の
依
頼

で
、
さ
し
あ
た
り
姉
小
路
家
を
借
り
て
開
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早
速
、
六

月
二
十
五
日
に
は
、
姉
小
路
家
を
仮
の
宿
に
し
て
女
教
院
が
開
校
さ
れ
、
初
日

に
は
良
子
が
『
古
事
記
』
を
講
義
し
て
い
る
。

　

同
年
七
月
二
十
二
日
に
は
女
教
院
の
教
師
た
ち
が
、「
女
教
師
請
待
」
と
し

て
神
田
大
和
町
で
説
教
を
依
頼
さ
れ
た
折
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
万
里
小

路
大
講
義
以
下
教
師
た
ち
が
人
力
車
に
乗
っ
て
出
か
け
て
い
く
と
、
道
す
が
ら

人
だ
か
り
が
で
き
て
お
り
、
ま
ず
神
前
で
良
子
が
祝
詞
を
あ
げ
、
そ
の
後
二
名

の
女
教
師
に
よ
る
説
教
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

花
蹊
の
日
記
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
は
、
女
教
院
に
関
わ
る
人
々
の
名
や
様

子
が
、
細
部
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
時
説
教
を
し
た
教
師
は

「
照
子
、
長
子
」
と
あ
る
。
こ
の
二
人
は
、
日
記
か
ら
判
断
す
る
と
青
山
照
子
、

平
田
長
子
と
思
わ
れ
る
。
青
山
（
梅
津
）
照
子
は
教
導
職
十
三
級
の
「
訓
導
」

で
、
父
は
青
山
正
胤
、
夫
は
「
大
講
義
」
の
梅
津
教
知）42
（

で
あ
り
、
夫
婦
で
教
導

職
に
あ
っ
た
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
照
子
の
教
院
で
の
講
義
は
『
教
院
講
録

第
五
号）43
（

』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
大
教
院
が
有
志
の
婦
人
を
登

用
し
「
男
女
ノ
別
ヲ
正
フ
シ
テ
女
教
ヲ
宣
布
ナ
サ
シ
メ
給
フ
事
、
是
教
法
ノ
正

シ
キ
大
体
ニ
テ
、
婦
女
子
ト
雖
度
外
ニ
置
カ
ズ
、
万
民
一
体
ニ
人
道
ヲ
知
ラ
シ

メ
給
フ
難
有
イ
御
主
意
デ
ゴ
ザ
ル
。」
と
あ
り
、
婦
女
子
で
あ
っ
て
も
、
万
民

一
体
と
し
て
度
外
視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
有
り
が
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
平
田
長
子
は
教
部
省
に
許
可
を
得
て
刊
行
さ
れ
た
教
義
書
の
ひ
と
つ

『
明
教
事
実
』（
明
治
七
年
）
の
著
者
の
一
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）44
（

。
巻
末
に

は
本
書
刊
行
が
梅
津
大
講
義
の
勧
め
に
よ
る
も
の
と
あ
る
か
ら
、
女
教
院
で
の

人
的
関
係
も
本
書
の
出
版
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

女
教
院
が
姉
小
路
家
を
離
れ
、
下
谷
女
教
院
が
開
校
さ
れ
る
ま
で
、
日
記
に
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は
花
蹊
の
書
画
の
稽
古
と
共
に
女
教
集
会
の
様
子
が
度
々
記
さ
れ
て
お
り
、
女

教
集
会
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
集
会
の
記
事
に
は
、

次
の
よ
う
に
当
日
の
参
会
者
や
講
読
し
た
書
物
等
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

〔
明
筆
者
注
治
六
年　

十
一
月
〕
十
八
日　

晴
。

女
教
集
会
。
井
上
頼
国
、
角
子
、
長
子
、
花
野
、
勇
子
、
照
子
来
、
即
帰

ル
。
伴
ト
シ
ユ
キ
家
内
来
ル
。
古
史
成
文
輪
読
、
外
説
教
ス
。

　

こ
う
し
た
集
会
の
参
会
者
を
分
析
し
て
い
く
と
、
当
時
大
講
義
で
あ
っ
た
国

学
者
・
井
上
頼
囶
（
一
八
三
九
〜
一
九
一
四
）
の
門
人
や
そ
の
関
係
者
、
田
中

角
子
、
荻
野
吟
子
、
内
藤
ま
す
な
ど
の
名
が
注
目
さ
れ
、
女
教
院
運
営
に
は
井

上
頼
囶
が
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

女
教
院
開
校
記
念
式
典
の
諸
役
中
に
も
み
ら
れ
た
荻
野
吟
子
（
一
八
五
一
〜

一
九
一
三
）
は
、
後
に
東
京
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
の
ち
、
女
性
と
し
て

初
め
て
医
師
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
女
学
塾
の
教
師
を
経
て
医
師
に
な
っ
た

吟
子
は
や
が
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
社
会
運
動
に
参
加
す
る
。
教
部

省
の
国
民
教
化
は
キ
リ
ス
ト
教
防
御
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
機
関
で

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
吟
子
が
頼
囶
の
塾
の
門
下
生
で
あ
っ
た
の
は
わ
ず
か
一
年

ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
荻
野
吟
子
の
女
教
院
で
の
活
動
は
注
目
す

べ
き
記
録
で
あ
ろ
う
。

　

埼
玉
県
飯
能
出
身
の
田
中
か
く
（
角
子
）（
一
八
五
九
〜
一
九
五
三
）
も
日

記
に
度
々
登
場
す
る
人
物
だ
。
か
く
は
明
治
六
年
に
頼
囶
の
門
下
生
に
な
り
、

翌
明
治
七
年
権
訓
導
と
な
っ
て
い
る）45
（

。
一
方
、
甲
府
出
身
の
内
藤
ま
す
（
末
須
、

満
須
子
）（
一
八
二
三
〜
一
九
〇
一
）
は
、
大
教
院
の
教
義
書
と
な
る
『
女お
ん
な

教お
し
え

草ぐ
さ

』（
明
治
六
年
九
月
刊
行
）
の
筆
者
で
あ
る
。
本
書
発
刊
に
関
し
て
は
、

頼
囶
が
版
行
に
関
わ
っ
た
と
い
う）46
（

。
花
蹊
の
日
記
で
は
、
ま
す
は
主
に
明
治
六

年
に
登
場
す
る
が
、
そ
の
後
明
治
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
、
山
梨
県
で
教
導

職
（
権
訓
導
、
訓
導
）
と
し
て
説
教
し
、
そ
の
様
子
は
当
時
の
『
甲
府
新
聞
』

に
お
い
て
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
導
職
と
し
て
の
、
ま
す
の
実
績）47
（

が
、
山
梨
県
か
ら
女
性
祠
官
登
用
の
伺
い
を
出
す
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
は
高

い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
冨
岡
敬
明
ら
は
具
体
的
な
人
選
に
内
藤
ま
す
を
想
定
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
記
に
は
、
明
治
六
年
十
二
月
三
十
一
日
、
芝
大
教
院
の
大
講
堂
が
出
火
し

た
後
、
芝
大
神
宮
へ
平
田
長
子
が
出
張
し
て
四
柱
神
の
遷
座
祭
の
行
列
に
加
わ

る
記
事
や
、
麴
町
中
教
院）48
（

の
祭
典
に
「
女
教
師
一
統
」
が
出
勤
す
る
様
子
も
記

さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
大
教
院
、
中
教
院
と
女
教
院
と
の
関
係
も
垣
間
見
ら
れ

る
。

　

ま
た
明
治
七
年
七
月
三
十
日
に
は
、
女
教
集
会
に
度
々
登
場
す
る
教
導
職
の

木
城
花
野
が
女
教
院
へ
引
っ
越
し
た
と
あ
り
、
女
教
院
に
宿
直
す
る
女
教
師
の

存
在
も
窺
わ
れ
よ
う
。
花
野
の
略
歴）49
（

に
は
、
こ
の
日
記
を
裏
付
け
る
よ
う
に
明

治
七
年
七
月
十
四
日
「
受
女
教
宿
直
教
導
之
命
」
と
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
七
年
七
月
下
谷
女
教
院
が
開
校
さ
れ
た
わ
ず
か
半
年
後
、

明
治
八
年
二
月
三
日
の
『
朝
野
新
聞）50
（

』
に
は
、
同
年
一
月
三
十
一
日
付
で
教
部

大
輔
に
出
さ
れ
た
花
蹊
の
権
訓
導
辞
表
の
写
し
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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私
儀
幺
麼
婦
女
の
身
を
以
て
乏
き
を
権
訓
導
の
重
任
を
受
け
候
段
冥
加

至
極
難
有
仕
合
に
奉
存
候
。
然
る
處
私
儀
絵
事
の
外
女
教
を
も
教
授
仕

寸
陰
尺
璧
暇
逸
に
遑
あ
ら
ざ
る
處
生
質
多
病
遺
憾
実
に
鮮
か
ら
す
。
伏

て
惟
れ
ハ
女
教
の
任
た
る
甚
重
し
。
昔
者
漢
劉
向
女
教
の
正
か
ら
ず
王

政
の
振
ハ
ざ
る
を
患
ひ
列
女
傳
十
五
篇
を
著
せ
り
。
私
儀
不
肖
愚
昧
ニ

ハ
候
得
共
常
に
此
の
書
を
読
ミ
心
竊
に
嚮
往
し
女
教
の
係
る
所
浅
々
な

ら
ざ
る
を
知
れ
り
。
今
権
訓
導
の
重
任
を
負
荷
候
ハ
実
に
千
古
の
特
典

な
る
を
以
て
自
ら
奮
励
せ
ん
と
欲
す
と
雖
と
も
其
奈
ん
せ
ん
不
肖
多
病

恐
ら
く
ハ
尸
素
の
譏
を
致
し
其
任
に
堪
へ
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
因
て
決
然

是
迄
の
職
掌
を
速
に
御
免
被
下
度
伏
て
奉
仰
御
許
可
候
。
誠
惶
懇
迫
の

至
に
堪
へ
す
謹
て
上
表
以
聞
す
。

　

明
治
八
年
一
月
三
十
一
日　
　

跡
見
花
蹊

　
　
　

教
部
大
輔
宍
戸　

璣
殿

　

右
の
辞
表
に
は
女
教
の
任
の
重
さ
が
記
さ
れ
、
辞
職
の
理
由
は
多
病
と
あ
る

も
の
の
、
花
蹊
は
こ
の
年
の
十
一
月
二
十
六
日
、
跡
見
女
学
校
を
開
校
し
て
い

る
。
花
蹊
の
「
権
訓
導
」
辞
職
の
後
、
女
教
院
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
女
教
院
に
つ
い
て
あ
れ
だ
け
詳
細
に
日
記
に
書
き
と
ど
め
て
い
た
花
蹊

だ
が
、
辞
職
に
つ
い
て
の
記
述
は
一
切
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
花
蹊
の
辞
職

は
女
学
校
開
学
だ
け
で
な
く
、
明
治
八
年
五
月
に
大
教
院
が
解
体
さ
れ
、
明
治

十
年
一
月
に
教
部
省
が
廃
さ
れ
る
一
連
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
て
考
え
る
べ

き
事
象
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
女
教
院
の
中
心
で
あ
っ
た
姉
小
路
良
子
を
支
え
て
い
た
の

は
、
花
蹊
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
辞
職
に
よ
っ
て
女
教
院
に
も
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
良
子
は
こ
の
後
、
明
治
十
一
年
十
二
月
に

昭
憲
皇
太
后
の
女
官
、
権
掌
侍
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
女
教
院
の
教
師
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
進
ん
で
い
っ
た
。
女
教
院

で
宿
直
教
導
を
し
て
い
た
木
城
花
野
は
、
大
教
院
が
解
体
さ
れ
た
後
、
明
治
八

年
六
月
二
十
日
に
教
導
職
を
辞
職
、
同
年
八
月
、
東
京
府
に
「
皇
学
」「
漢
学
」

を
女
子
に
教
授
す
る
た
め
の
「
私
学
開
業
願
」
を
出
し
て
い
る
。
花
野
は
女
学

塾
開
塾
の
後
、
さ
ら
に
栃
木
県
模
範
女
学
校
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
。

　

内
藤
ま
す
は
、
明
治
八
年
三
月
十
二
日
、「
女
学
家
塾
願
書
」
を
山
梨
県
県

令
に
提
出
し
、
こ
れ
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
ま
す
の
活
動
は
山
梨
県
女
子

教
育
の
さ
き
が
け
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
女
学
塾
設
立
願
書
に
よ
れ
ば
、
ま

す
が
こ
れ
以
前
に
山
梨
県
で
「
女
教
院
」
を
設
立
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る）51
（

。
そ
の
時
期
は
少
な
く
と
も
こ
の
願
書
が
出
さ
れ
た
明
治
八
年

三
月
十
二
日
以
前
で
あ
る
が
、
そ
の
提
出
時
期
が
、
花
蹊
が
教
導
職
を
辞
職
し

た
前
か
後
か
に
よ
っ
て
、
ま
す
が
山
梨
県
女
教
院
設
立
願
を
出
し
た
意
味
も
異

な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う）52
（

。

　

跡
見
女
学
校
の
開
校
式
は
、「
八
意
思
兼
神
」
の
祭
壇
を
前
に
、
花
蹊
が
祝

詞
を
あ
げ
、
盛
装
し
た
女
生
徒
た
ち
が
神
饌
奉
仕
を
し
た
と
い
う）53
（

。
そ
の
様
子

は
、
ま
さ
に
女
教
院
開
講
式
で
の
女
教
師
た
ち
に
よ
る
祭
典
を
彷
彿
さ
せ
る
。

跡
見
女
学
校
の
教
員
に
は
、
共
に
女
教
院
で
活
動
し
た
姉
の
跡
見
千
代
滝
だ
け
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で
な
く
、
渡
辺
重
石
丸
が
国
漢
学
の
教
員
と
し
て
出
講
し
て
い
た
。

　

大
教
院
の
解
体
に
よ
り
国
民
教
化
と
い
う
本
来
の
機
能
を
失
っ
た
教
部
省
は

廃
省
に
向
か
う
。
し
か
し
、
女
教
院
に
関
わ
っ
た
跡
見
花
蹊
は
じ
め
、
木
城
花

野
、
内
藤
ま
す
ら
は
、
教
部
省
を
離
れ
た
後
、
新
た
な
教
育
の
場
を
開
拓
し
独

自
に
そ
の
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
。
一
方
、
国
民
教
化
に
関
わ
っ
た
国
学
者
た

ち
│
福
羽
美
静
を
は
じ
め
井
上
頼
囶
も
ま
た
、
そ
の
後
学
校
教
育
の
な
か
で
女

性
た
ち
の
教
育
に
も
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

教
部
省
の
も
と
で
行
わ
れ
た
教
化
活
動
や
教
導
職
と
し
て
の
経
験
は
、「
復

古
」
と
「
開
化
」
の
潮
流
の
中
で
、
近
代
教
育
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
教
部
省
設
立
か
ら
廃
省
と
い
う
国
民
教
化
政
策
の
流
れ

の
中
で
、
女
性
た
ち
の
学
問
形
成
に
あ
た
っ
た
国
学
者
の
働
き
に
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

注　
引
用
の
史
料
に
つ
い
て
は
筆
者
の
判
断
に
よ
り
、
漢
字
を
通
行
の
も
の
と
し
、

句
読
点
の
補
足
、
振
り
仮
名
の
削
除
な
ど
一
部
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
1
）　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
草
稿
に
あ
る
第
一
巻
の
「
と
は
」（
長
門
国
大
津
郡
）

が
削
除
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
西
谷
成
憲
氏
は
、
こ
れ
が

仇
討
ち
の
話
の
た
め
、
明
治
六
年
二
月
五
日
に
出
さ
れ
た
「
復
讐
の
禁
止
」
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。（
西
谷
成
憲
「『
明
治
孝
節
録
』
に
関

す
る
研
究
│
明
治
初
期
孝
子
節
婦
等
褒
賞
と
の
関
連
に
お
い
て
」（『
多
摩
美
術

大
学
研
究
記
要
』
第
十
一
号
、
一
九
九
七
））。

（
2
）　

勝
又
基
氏
は
、『
明
治
孝
節
録
』
編
纂
に
用
い
ら
れ
た
簿
冊
に
は
た
ど
り
つ

け
な
い
で
い
る
と
し
て
い
る
が
、
本
書
が
明
治
期
の
褒
賞
と
直
結
す
る
も
の
で

は
な
く
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
情
報
源
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
注
目

す
る
。
ま
た
本
書
の
編
纂
者
で
あ
っ
た
近
藤
芳
樹
の
日
記
『
近
藤
芳
樹
日
記
』

か
ら
明
治
八
年
五
月
二
十
日
に
「
省
ヨ
リ
孝
義
ノ
人
ノ
伝
ヲ
ヲ
ク
リ
来
ル
」
と

い
う
記
述
を
挙
げ
、
福
羽
美
静
が
ま
と
め
た
で
あ
ろ
う
『
明
治
孝
節
録
』
の
原

資
料
が
手
渡
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。（
勝
又
基
「
善
人
伝
の
ゆ
く
え

│
『
明
治
孝
節
録
』
と
新
聞
」『
文
学
』
隔
月
号
第
五
巻
・
第
一
号
、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
四
）
学
習
院
所
蔵
の
福
羽
美
静
に
よ
る
『
明
治
孝
善
録
草
稿
』
は
、

勝
又
氏
が
い
う
こ
の
原
資
料
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）　

上
田
景
二
編
『
昭
憲
皇
太
后
史
』（
公
益
通
信
社
、
一
九
一
四
、
七
五
頁
）

に
は
、
昭
憲
皇
太
后
の
こ
う
し
た
活
動
に
関
連
す
る
記
事
も
み
ら
れ
る
。「
明

治
天
皇
御
在
世
中
、
故
人
に
し
て
忠
あ
り
、
功
あ
り
と
認
め
さ
せ
ら
る
ゝ
者
に

対
し
、
屢
ゝ
恩
命
を
下
し
給
ひ
位
記
追
叙
等
の
御
沙
汰
の
あ
つ
た
事
は
、
皆
人

の
知
る
所
で
御
座
い
ま
す
が
漏
れ
承
ま
は
る
所
で
は
、
皇
太
后
陛
下
に
は
、
其

度
毎
に
そ
れ
ら
の
忠
臣
功
臣
の
事
績
に
つ
い
て
、
深
く
御
注
意
遊
ば
さ
れ
、
特

に
近
臣
に
御
下
問
あ
つ
て
、
詳
し
く
御
聴
取
り
遊
ば
さ
る
ゝ
事
も
度
び
〴
〵
あ

ら
れ
た
と
申
す
事
で
す
」。

（
4
）　

西
谷
成
憲
「『
明
治
孝
節
録
』
に
関
す
る
研
究
│
明
治
初
期
孝
子
節
婦
等
褒

賞
と
の
関
連
に
お
い
て
」（
前
出
）。
ま
た
、『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
行
政
文
書

目
録
』
に
よ
れ
ば
明
治
十
一
年
に
は
「
皇
后
宮
之
内
旨
ヲ
奉
シ
維
新
以
降
孝
子

節
婦
等
ノ
明
治
孝
節
録
編
纂
ノ
儀
ニ
付
達
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　
『
明
治
孝
節
録　

続
編
一
』
の
冒
頭
に
は
、
朱
字
で
校
正
さ
れ
た
例
言
が
あ

る
が
、
こ
れ
を
清
書
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
罫
紙
が
本
書
中
に
は
さ
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
罫
紙
文
を
左
に
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　

明
治
孝
節
録
続
篇

　
　
　
　
　

例
言

　
　
　
　

 
こ
の
篇
は
曩
に
近
藤
芳
樹
翁
宮
内
省
の
命
に
よ
り
て
編
輯
せ
し
明
治
孝
節

録
の
続
篇
な
り
。
故
に
文
体
ハ
大
率
正
篇
に
倣
ひ
而
し
て
時
に
和
漢
の
故
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事
を
補
綴
す
る
は
幼
童
婦
女
子
を
し
て
其
孝
義
節
操
を
確
認
せ
し
め
む
か

た
め
な
り
。
こ
の
編
の
原
稿
は
宮
内
卿
よ
り
各
府
県
に
照
会
し
各
地
方
に

お
い
て
賞
典
旌
表
の
挙
あ
り
し
を
上
申
せ
し
め
し
も
の
な
れ
ハ
、
一
地
方

に
て
も
其
数
許
多
に
し
て
悉
く
記
載
す
る
に
遑
あ
ら
す
。
中
に
つ
い
て
特

殊
と
み
ゆ
る
を
撰
抜
し
て
載
録
せ
り
。
さ
れ
と
そ
の
原
稿
中
あ
る
は
賞
詞

の
文
の
み
な
る
あ
り
、
あ
る
は
戸
長
の
上
申
書
又
は
所
聞
を
副
す
る
あ
り
、

あ
る
は
そ
の
所
行
を
特
に
作
文
し
て
い
た
せ
る
も
あ
り
て
精
疎
各
ひ
と
し

か
ら
す
。
故
に
此
編
に
お
い
て
も
甲
に
密
に
し
て
乙
に
疎
な
る
あ
り
。
丙

に
多
く
し
て
丁
に
寡
き
あ
り
。
原
稿
の
密
な
る
は
お
の
つ
か
ら
そ
の
事
実

を
盡
し
、
疎
な
る
も
の
は
事
実
の
詳
細
を
す
る
に
由
な
し
。
此
に
由
て
事

実
の
疎
な
る
も
の
も
特
殊
の
行
ひ
あ
り
て
却
て
此
篇
に
洩
れ
た
る
も
の
ゝ

あ
ら
む
も
知
る
へ
か
ら
す
。
此
等
は
他
日
再
ひ
増
補
拾
集
し
て
遺
風
な
か

ら
し
め
ん
と
す
。

　
　
　

こ
の
例
言
か
ら
は
、
続
編
が
「
幼
童
婦
女
子
」
へ
の
孝
養
節
操
を
意
識
し
た

編
纂
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

（
6
）　

西
谷
成
憲
「『
明
治
孝
節
録
』
に
関
す
る
研
究
│
明
治
初
期
孝
子
節
婦
等
褒

賞
と
の
関
連
に
お
い
て
」（
前
出
）

　
　
　

な
お
、
明
治
十
二
年
八
月
に
示
さ
れ
た
教
育
根
本
方
針
「
教
学
聖
旨
」
以
後
、

文
部
省
に
よ
る
官
撰
修
身
書
の
編
集
が
始
ま
り
教
科
書
類
の
調
査
が
行
わ
れ
た

結
果
、
こ
の
『
明
治
孝
節
録
』
は
使
用
禁
止
の
書
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
山
住
正
巳
『
教
育
の
体
系
』
日
本
近
代
思
想
大
系
6
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

〇
）。

（
7
）　

宮
内
庁
に
所
蔵
さ
れ
る
『
婦
女
鑑
』
の
複
数
の
草
稿
本
に
は
、
当
初
「
婦
女

善
行
録
」
と
い
う
題
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
昭
憲
皇
太

后
は
、
こ
の
書
を
華
族
女
学
校
の
教
科
書
と
し
て
下
賜
し
て
い
る
（
国
民
精
神

文
化
研
究
所
『
教
育
勅
語
渙
發
関
係
資
料
集
』
第
一
巻
、「
婦
女
鑑
」
解
説
、

一
九
三
九
）。

（
8
）　

岩
倉
使
節
団
に
同
行
し
た
津
田
梅
子
ら
の
留
学
生
は
、
出
発
前
に
皇
后
に
謁

見
し
た
際
、「
女
学
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
沙
汰
書
を
受
け
て
い
る
。「
其
方

女
子
に
し
て
洋
学
修
行
の
志
、
誠
に
神
妙
の
事
に
候
。
追
々
女
学
御
取
建
の
儀

に
候
へ
ば
、
成
業
帰
朝
の
上
は
婦
女
の
模
範
と
も
相
成
候
様
心
掛
け
、
日
夜
勉

励
可
致
事
。」（
髙
橋
裕
子
『
津
田
梅
子
の
社
会
史
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇

〇
二
）。
少
な
く
と
も
当
初
の
「
女
学
」
と
は
、
洋
学
を
習
得
し
た
開
化
し
た

女
性
を
一
つ
の
理
想
像
と
し
て
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）　

上
田
景
二
編
『
昭
憲
皇
太
后
史
』（
前
出
）。

（
10
）　

若
桑
み
ど
り
『
皇
后
の
肖
像
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
。

（
11
）　

山
口
和
孝
氏
は
明
治
政
府
の
国
民
教
育
政
策
に
あ
る
、
学
制
に
基
づ
く
学
校

教
育
と
、
教
導
職
活
動
に
よ
る
二
元
的
指
導
原
理
を
指
摘
、
日
本
の
近
代
的
公

教
育
が
学
校
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
出
発
し
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
（
山
口
和
孝
「
訓
導
と
教
導
職
│
日
本
の
近
代
公

教
育
制
度
成
立
期
に
み
ら
れ
る
宗
教
と
教
育
の
関
係
」『
国
際
基
督
教
大
学
学

報
』、
1
Ａ
教
育
研
究
二
四
号
、
一
九
八
二
）。

（
12
）　

例
え
ば
、
島
根
県
に
伝
わ
る
石
見
神
楽
は
、
も
と
も
と
神
職
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
禁
じ
ら
れ
た
結
果
、
神
職
の
手
か
ら
農
民
の
手
に
引
き

渡
す
「
神
俗
交
代
」
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（
矢
富
厳
夫
『
日
本
の
美
を
舞
う
│

石
見
神
楽
』
石
見
神
楽
高
津
社
中
、
二
〇
〇
〇
）。

（
13
）　

明
治
初
年
一
時
復
興
さ
れ
た
「
御
巫
」
に
は
、
そ
れ
ま
で
内
侍
所
で
天
照
大

神
の
祭
祀
を
専
ら
と
し
た
「
刀
自
」
と
い
わ
れ
て
い
た
女
官
た
ち
が
任
命
さ
れ

た
。
つ
ま
り
明
治
の
御
巫
は
、
古
代
の
御
巫
の
よ
う
に
八
神
を
祭
る
職
で
は
な

く
、
賢
所
祭
祀
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。

（
14
）　

門
脇
重
綾
は
、
神
社
神
職
の
妻
女
を
「
み
こ
」
と
呼
ん
で
「
巫
」
字
を
用
い
、

あ
る
い
は
宮
中
や
神
宮
で
少
女
た
ち
を
も
ち
い
る
こ
と
が
、
巫
覡
と
の
相
混
の

原
因
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
拙
稿
『
女
性
神
職
の
近
代
│
神
祇
儀
礼
・
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行
政
を
め
ぐ
る
祭
祀
者
の
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
、
五
九
頁
）。

（
15
）　

こ
う
し
た
美
静
の
「
巫
」
や
「
神
事
」
に
対
す
る
徹
底
し
た
見
解
は
、
例
え

ば
加
部
嚴
夫
『
木
薗
大
人
福
羽
先
生
小
傳
下
篇
』（
一
九
〇
八
、
一
八
八
頁
）

に
も
み
ら
れ
る
。（
傍
線
は
筆
者
）

　
　
　
　

 

一
先
生
将
来
に
神
道
玄
妙
派
﹇
菅
家
遺
誡
中
句
文
よ
り
出
づ
﹈
と
云
ふ
を

興
し
て
、
大
國
隆
正
翁
の
学
説
を
、
後
世
に
傳
ふ
る
の
考
案
あ
り
き
。
此

学
派
に
依
る
者
ハ
、
祈
禱
、
卜
筮
等
一
切
迷
信
に
係
る
も
の
を
廃
し
、
神

前
に
は
荘
厳
た
ら
ん
こ
と
を
欲
す
れ
ど
も
、
敢
て
酒
饌
の
盛
大
を
望
ま
ず
、

恰
も
、
学
校
に
聖
影
を
安
置
し
て
拝
す
が
如
く
、
叉
、　

勅
語
を
奉
読
す

る
が
ご
と
く
、
誠
心
誠
意
よ
り
敬
神
の
實
効
を
表
す
べ
し
、
と
の
腹
案
あ

る
こ
と
を
謂
は
れ
し
が
、
所
患
の
為
に
発
表
せ
ら
る
ゝ
に
至
ら
ず
し
て
事

終
に
息
み
ぬ
。

（
16
）　
「
神
官
教
部
省
管
轄
ト
ス
」（
太
政
官
第
百
四
十
号
・
布
告
）。
し
か
し
、
明

治
二
十
年
三
月
に
は
、（
伊
勢
）
神
宮
を
除
い
た
官
国
幣
社
以
下
神
社
で
は
、

「
神
官
」
は
廃
さ
れ
、「
神
職
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（「
官
国
幣
社
ノ
神

官
ヲ
廃
シ
更
二
神
職
ヲ
置
ク
」
閣
令
第
四
号
）。

（
17
）　
「
各
管
内
社
寺
ヲ
以
説
教
所
ト
ナ
シ
稼
業
ノ
餘
暇
聴
聞
セ
シ
ム
」（
教
部
省
第

三
号
）（『
太
政
類
典
』
第
二
編
、
第
二
五
〇
巻
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）。

（
18
）　

教
導
職
の
前
身
に
は
、
国
学
者
や
神
道
家
を
中
心
と
し
て
宣
教
活
動
を
行
う

「
宣
教
使
」
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
活
動
状
況
は
芳
し
く
な
く
、
仏
教
勢
力
と
共

に
国
民
教
化
活
動
を
図
っ
た
の
が
教
導
職
だ
っ
た
。

（
19
）　

阪
本
是
丸
「
近
代
神
社
制
度
の
整
備
過
程
│
明
治
初
期
の
神
祇
行
政
を
め
ぐ

っ
て
」（
上
）『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
四
、
一
九
八
六
。

（
20
）　
「
左
院
意
見　

教
部
省
建
言
ノ
趣
熟
議
仕
候
所
雅
楽
ノ
衰
微
セ
シ
ヨ
リ
以
来

惟
俗
楽
ノ
ミ
熾
ン
ニ
行
ハ
レ
其
弊
ヤ
淫
蕩
猥
芸
ニ
流
レ
風
ヲ
傷
ヒ
俗
ヲ
敗
リ
其

世
教
ニ
大
害
ア
ル
実
ニ
甚
シ
ト
云
ヘ
シ
是
畢
竟
之
ヲ
管
轄
ス
ル
處
ナ
ク
勧
懲
ノ

道
相
立
サ
ル
ニ
由
ル
也
故
ニ
教
部
省
見
込
ノ
通
其
管
轄
ニ
被
仰
付
可
然
存
候
事

三
月
廿
九
日
」（『
太
政
類
典
』
第
二
編
・
第
十
八
巻
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）。

（
21
）　
「
五
年
八
月
二
十
三
日　

教
部
省
布
達
（
府
県
）　

能
狂
言
ヲ
始
メ
音
曲
歌
舞

ノ
類
ハ
人
心
風
俗
ニ
関
ス
ル
所
不
少
候
ニ
付
左
ノ
通
各
管
内
営
業
ノ
者
共
ヘ
可

相
達
事
（
以
下
略
）」。（『
太
政
類
典
』
第
二
編
、
第
一
六
七
巻
、
国
立
公
文
書

館
蔵
）。

（
22
）　

高
木
博
志
氏
は
、
福
羽
美
静
と
左
院
か
ら
教
部
省
に
派
遣
さ
れ
た
伊
地
知
正

治
、
高
崎
五
六
ら
と
の
対
立
を
分
析
さ
れ
、
美
静
の
免
官
を
神
祇
行
政
に
関
わ

る
最
後
の
国
学
者
の
罷
免
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
高
木
博
志
「
神
道
国
教
化
政

策
崩
壊
過
程
の
政
治
史
的
考
察
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
〇
四
、
一
九
八
四
）。

（
23
）　
「
我
国
は
、
王
統
、
万
世
一
系
の
国
風
な
る
を
以
て
革
運
を
ば
、
怪
ま
ざ
る

の
国
体
な
り
。
然
る
を
今
の
衆
人
は
、
是
等
分
別
を
為
す
輩
少
く
、
只
管
外
来

の
新
物
、
頻
繁
な
れ
ば
、
我
が
国
風
は
、
悉
皆
無
く
な
り
行
か
ん
か
、
と
杞
憂

す
る
も
の
多
く
及
ぼ
し
て
、
神
祇
官
中
の
論
と
な
り
、
美
静
の
論
は
、
少
数
な

る
を
以
て
、
官
を
罷
め
ら
れ
、
事
玆
に
破
れ
た
り
」（
加
部
嚴
夫
『
木
園
福
羽

美
静
小
傳
』（
前
出
））。

（
24
）　
『
太
政
類
典
』
第
二
編
、
第
二
二
六
巻
、
国
立
公
文
書
館
蔵
。

（
25
）　
「
藤
の
し
な
ひ
」（
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
一
巻
』

神
楽
・
舞
楽
、
三
一
書
房
、
一
九
七
四
）
本
書
解
題
に
よ
れ
ば
、
今
の
舞
は
、

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
十
二
月
、
御
巫
富
田
槇
子
の
書
き
残
し
た
歌
譜
に
基

づ
き
、
明
治
五
年
十
二
月
の
若
宮
祭
に
春
日
社
社
司
富
田
光
美
に
よ
っ
て
整
え

ら
れ
た
も
の
と
あ
る
。

（
26
）　
「
婦
人
祠
官
ニ
任
ス
ル
ヲ
允
サ
ス
幷
神
祇
省
道
明
寺
ノ
件
ヲ
取
消
ス
」（『
太

政
類
典
』
第
二
編
、
第
二
六
六
巻
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）。

（
27
）　

澤
谷
滋
子
「
敬
明
の
人
生
、
そ
し
て
│
残
さ
れ
た
日
誌
と
自
伝
の
紹
介
」

（『
冨
岡
敬
明
と
従
弟
中
林
梧
竹
』
展
図
録
、
蕩
墨
書
道
会
、
平
成
十
七
年
）。

山
梨
県
長
坂
町
日
野
原
の
冨
岡
区
は
敬
明
の
開
拓
を
記
念
し
て
冨
岡
区
と
さ
れ
、
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敬
明
を
ま
つ
る
開
拓
神
社
が
建
立
さ
れ
た
。

（
28
）　

拙
稿
『
女
性
神
職
の
近
代
│
神
祇
儀
礼
・
行
政
を
め
ぐ
る
祭
祀
者
の
研
究
』

（
前
出
）。

（
29
）　
「
婦
人
祠
官
ニ
任
ス
ル
ヲ
允
サ
ス
幷
神
祇
省
道
明
寺
ノ
件
ヲ
取
消
ス
」『
太
政

類
典
』
第
二
編
（
前
出
）。

（
30
）　
「
大
教
院
并
中
教
院
規
則
」『
太
政
類
典
』
第
二
編
、
第
二
五
○
巻
、
国
立
公

文
書
館
蔵
。

（
31
）　
「
大
教
院
規
則
第
六
絛
検
査
詳
細
方
法
」（「
大
教
院
并
中
教
院
規
則
」『
太
政

類
典
』（
前
出
））。

（
32
）　

宣
教
使
活
動
の
不
振
に
つ
い
て
は
、
阪
本
是
丸
『
明
治
維
新
と
国
学
者
』

（
大
明
堂
、
一
九
九
二
）
第
三
章
4
を
参
照
。

（
33
）　

但
し
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
教
部
省
上
申
書
に
よ
る
「
全
国
教
導
職
概
表
」
に

よ
れ
ば
、
教
導
職
数
は
七
、
二
四
七
（
神
官
四
、
二
〇
七
、
僧
侶
三
、
〇
四

三
）
の
数
字
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
か
な
り
の
誤
差
が
見
込
ま
れ
よ
う
。

（
34
）　

花
蹊
日
記
編
集
委
員
会
『
跡
見
花
蹊
日
記
』
第
一
巻
、
二
〇
〇
五
。

（
35
）　

小
川
原
正
道
氏
は
『
大
教
院
の
研
究
│
明
治
初
期
宗
教
行
政
の
展
開
と
挫

折
』（
慶
応
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
）
の
中
で
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
女
教

師
や
『
教
院
講
録
』
に
記
載
さ
れ
た
大
教
院
で
有
志
の
婦
人
が
登
用
さ
れ
て
い

る
記
事
を
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
女
教
院
に
つ
い
て
は
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。

（
36
）　

女
教
院
に
つ
い
て
は
、
榊
原
千
鶴
「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
│
跡
見

花
蹊
に
み
る
〝
知
〞
の
継
承
と
明
治
初
期
の
女
性
教
育
」『
名
古
屋
大
学
文
学

部
研
究
論
集
』
文
学
五
六
、
二
〇
一
〇
）、『
跡
見
学
園
│
一
三
〇
年
の
伝
統
と

創
造
』（
跡
見
学
園
、
二
〇
〇
五
）、
尾
崎
泰
弘
「
田
中
鎮
次
家
文
書
に
み
る
明

治
初
期
の
女
性
教
師
│
田
中
か
く
と
そ
の
周
辺
の
人
々
」（『
飯
能
市
郷
土
研
究

紀
要
』
第
二
号
、
飯
能
市
郷
土
館
、
二
〇
〇
二
）
等
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
37
）　
『
跡
見
学
園
│
一
三
〇
年
の
伝
統
と
創
造
』（
前
出
）。

（
38
）　

花
蹊
日
記
編
集
委
員
会
『
跡
見
花
蹊
日
記
』
第
一
巻
、「
跡
見
花
蹊
略
歴
」

（
前
出
）。

（
39
）　

明
治
五
年
四
月
に
六
級
以
上
の
教
導
職
は
太
政
官
が
補
任
す
る
こ
と
に
規
定

さ
れ
た
と
い
う
（
小
川
正
道
『
大
教
院
の
研
究
│
明
治
初
期
』（
前
出
））。

（
40
）　

小
川
原
正
道
『
大
教
院
の
研
究
│
明
治
初
期
宗
教
行
政
の
展
開
と
挫
折
』

（
前
出
）。

（
41
）　

良
子
の
大
講
義
任
命
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
跡
見
花
蹊
日
記
』（（
前
出
）
六

六
九
頁
〜
六
七
〇
頁
）
参
照
。

（
42
）　
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
別
巻
』「
門
人
姓
名
録
五
」（
名
著
出
版
、
一
九
八
一
）

に
は
、
陸
奥
国
仙
〔
台
〕
藩
と
し
て
梅
津
教
知
の
名
が
み
え
る
。
同
門
人
録
に

よ
れ
ば
、
梅
津
は
奥
山
正
胤
の
紹
介
に
よ
っ
て
入
門
し
て
お
り
、「
正
胤
婿
」、

「
懇
親
、
教
知
妻
奥
山
照
子
ハ
正
胤
之
女
也
、
三
島
主
典
、
大
講
義
、
金
華
山

祠
官
」
と
注
記
が
あ
る
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
女
教
院
設
立
に
は
梅
津
夫
妻
も
ま

た
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
43
）　
「
御
教
則
第
一
条
ノ
旨
ヲ
演
説
ニ
及
ビ
マ
ス
ル
」（
三
宅
守
常
編
『
三
条
教
則

衍
義
書
資
料
集
』
下
巻
明
治
聖
徳
記
念
学
会
、
二
〇
〇
七
）。

（
44
）　
『
明
教
事
実
』
上
下
巻
は
、
平
田
長
子
・
久
保
悳
隣
・
久
保
季
玆
の
共
著
で

あ
る
。『
三
条
教
則
衍
義
書
資
料
集
』
下
（
前
出
）
に
所
収
さ
れ
る
本
書
の
解

説
に
は
、
著
者
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
平
田
長
子
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
久
保
季
玆
の
子
、
久
保
悳
隣
が
当
時
十
六
歳
で
あ
っ
て
編
者
と
し

て
は
い
か
に
も
若
す
ぎ
る
た
め
、
仔
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
あ
る
。
花

蹊
の
日
記
に
は
、
女
教
師
と
し
て
平
田
長
子
が
青
山
照
子
と
共
に
度
々
説
教
の

場
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
の
可
能
性
は
高
く
、
平
田
長
子
の

編
者
と
し
て
の
働
き
は
、
筆
頭
著
者
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
通
り
に
理
解
し
て
お

く
べ
き
だ
ろ
う
。

（
45
）　

田
中
か
く
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
泰
弘
「
田
中
鎮
次
家
文
書
に
み
る
明
治
初
期

の
女
性
教
師
│
田
中
か
く
と
そ
の
周
辺
の
人
々
」（『
飯
能
市
郷
土
研
究
紀
要
』

第
二
号
（
前
出
））
を
参
照
。
尾
崎
氏
は
、
内
藤
ま
す
の
女
学
塾
開
塾
を
め
ぐ
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る
荻
野
吟
子
、
田
中
か
く
、
内
藤
ま
す
の
三
人
の
親
交
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い

る
。

（
46
）　

田
邊
勝
哉
編
『
井
上
頼
囶
翁
小
傳
』
一
九
一
九
。

（
47
）　

河
田
敦
子
編
著
『
幕
末
明
治
の
女
性　

内
藤
ま
す
の
生
涯
と
そ
の
教
養
形
成

過
程
』
お
茶
の
水
女
子
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
格
差
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
な
人
間
発
達
科
学
の
創
成
」
二
〇
一
〇
。

（
48
）　

井
上
頼
囶
は
明
治
六
年
十
月
に
は
、
元
紀
州
邸
で
あ
っ
た
麴
町
紀
尾
井
一
番

地
に
転
居
し
、
家
塾
神
習
舎
も
こ
こ
に
移
し
て
い
る
。
麴
町
の
元
紀
州
邸
は
、

か
つ
て
大
教
院
が
開
講
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
そ
の
後
中
教
院
に
転
院
さ
れ
た
。

頼
囶
は
、
明
治
五
年
に
東
京
中
教
院
の
監
督
と
な
っ
て
お
り
、
花
蹊
の
日
記
に

は
「
中
教
院
井
上
頼
国
」（
明
治
七
年
三
月
二
十
四
日
条
）
と
あ
る
の
で
、
中

教
院
と
女
教
院
の
関
係
は
あ
る
い
は
頼
囶
と
の
繫
が
り
に
よ
る
も
の
と
も
思
わ

れ
る
。

（
49
）　

田
中
明
編
『
木
城
花
野
集
』
可
美
古
文
庫
、
一
九
九
九
、
国
文
学
研
究
資
料

館
蔵
。

（
50
）　
『
朝
野
新
聞
』
東
京
大
学
法
学
部
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一

九
八
一
。

（
51
）　
「
先
般
女
教
院
設
立
致
度
願
上
候
処
不
都
合
之
廉
も
有
之
候
に
付
日
御
願
下

け
仕
今
般
更
に
女
学
家
塾
志
願
に
付
御
差
支
無
之
候
ハ
ゝ
御
許
可
被
成
下
度
奉

懇
願
候
也　

八
日
町
十
六
番　

伝
右
衛
門
母　

明
治
八
年
三
月
十
二
日　

内
藤

満
寿
」（「
女
学
家
塾
願
書
」『
甲
府
新
聞
』）
河
田
敦
子
『
幕
末
明
治
の
女
性　

内
藤
ま
す
の
生
涯
と
そ
の
教
養
形
成
過
程
』（
前
出
）。

（
52
）　

ま
す
か
ら
田
中
か
く
へ
出
さ
れ
た
明
治
七
年
の
手
紙
に
「
女
教
院
ハ
い
か
ゝ

立
給
ひ
し
や
。
い
ま
に
其
ま
ゝ
な
る
や
う
き
か
ま
ほ
し
う
。
女
教
院
の
君
た
ち

ま
た
姉
小
路
殿
江
集
ひ
給
ふ
を
り
な
と
の
さ
ま
き
か
せ
給
へ
。
こ
な
た
も
女
教

院
斗
に
て
は
立
ち
か
た
く
女
学
校
打
ま
せ
て
立
て
む
と
こ
そ
お
も
へ
」
と
あ
る
。

尾
崎
泰
弘
「
田
中
鎮
次
家
文
書
に
み
る
明
治
初
期
の
女
性
教
師
│
田
中
か
く
と

そ
の
周
辺
の
人
々
」（
前
出
）
尾
崎
氏
は
こ
の
手
紙
か
ら
明
治
七
年
段
階
で
、

甲
府
で
も
女
教
院
設
立
の
構
想
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
53
）　

開
校
式
だ
け
で
な
く
、
開
業
三
年
祭
の
様
子
も
同
様
で
あ
っ
た
。『
朝
野
新

聞
』
に
は
講
堂
正
面
に
神
床
を
設
け
て
八
意
思
兼
神
の
軸
を
掛
け
、
生
徒
た
ち

に
よ
っ
て
神
饌
が
供
え
ら
れ
た
後
、
講
義
等
が
な
さ
れ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
（「
跡
見
花
蹊
の
創
意
」『
跡
見
学
園
│
一
三
〇
年
の
伝
統
と
創
造
』（
前

出
））。

〔
付
記
〕
史
料
閲
覧
を
許
可
下
さ
っ
た
津
和
野
町
教
育
委
員
会
、
飯
能
市
郷
土
館
、

学
習
院
大
学
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
ｃ
））
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。

EN
G

LISH
 SU

M
M

A
R

Y 
T

he Policy to E
nlighten the N

ation and Jyokyoin   

│a Study of M
odernization and R

estoration

│

O
D

A
IR

A
 M

ika

　

In contrast to the ancient Jingikan , the D
epartm

ent of D
ivinities, which 

was ‘ reinstated’  in 1869, was a com
pletely new institution that added the task 

of ‘ enlightening the nation through prom
ulgating the teachings’  to its 

m
andate of official duties. T

his article will trace the evolvem
ent of the Policy 

to E
nlighten the N

ation into the form
al education through the prism

 of 
wom

en working on the policy.
　

‘Jyokyoin’  was the W
om

en’ s Institute for the Training of Fem
ale State 

M
issionaries

（kyodosyoku

）, which was established under the Institute of the 
G

reat Teachings

（taikyoin

）, the stronghold of the ‘ enlightening of the 
nation’  in the early years of the M

eiji E
ra. T

his article is concerned with the 
relations between the Jyokoin  and the M

inistry of Teachings

（kyobusyo

）, and 
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the role played by scholars of N
ative Studies

（kokugaku

）on the form
ation 

of wom
en’ s education.
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ative Studies
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